20110515　1部礼拝

すでに死んでおられるのを認め(ヨハネ19:31-42）

韓国では、だれかの葬儀のときに（今はそこまで激しくやっていませんが昔は）ものすごい大声を出して、悲しいということを表現するために、泣きながらしなければいけませんでした。もし、それが難しい場合は、人を雇ってでも泣くようにします。ある葬式に人が来て、ものすごい大声で泣いた後、隣に用意されている食事する場に来て、そのように激しく泣いていた人が、こう聞いたそうです。「今日、だれの葬式ですか」その葬式と自分とは、参加したとしても、実はまったく関係ないということでしょう。イエスさまが十字架で死なれたという話を、先々週から、続けて聞いていますが、私たちがクリスチャンとして、礼拝をささげ、信じると言いながらも、イエスさまの死と自分とが、何の関係もなく、その意味が分かっていなければ、それこそ残念でかわいそうなことではないでしょうか。ある意味、おかしいことだとも言えるかもしれません。今日もイエス・キリストが十字架で死なれて、そのあと、お墓の中に葬られるまでのみことばを見ました。なぜ、イエス・キリストは死ななければいけなかったのでしょうか。今日の聖書を見ると、イエス・キリストは必ず死ななければいけないということが、強調されています。その理由が、自分自身と結びつくときに、その人の人生は暗やみから解放されて、また、新しい光の人生の扉が開かれるようになるでしょう。ぜひ、そのような悟りと、祝福のある礼拝になることを祈りたいと思います。
特に、今日の聖書を見ると（先週、申し上げましたように）イエス・キリストが十字架の上ですべてが完了したと確認し、死を迎え入れました。それで、息を引き取って死なれたのです。しかし、その日が安息日の前日、備えの日でした。彼らにとっては安息日に、死体を十字架にずっとかけたままというのは、あまりよくないし、許されることではないようです。本来、十字架の刑というものは、かけられると、すぐに死ぬような刑罰ではありません。一番、凶悪な犯罪者に与える刑罰なのですが、すぐに死なないで、何日間かずっと苦しみつつ、すべてが全部無くなって死ぬような刑罰です。だから、今日、十字架にかけられたので、そこで今すぐ死ぬということは、本当はないのです。イエスさまは、すべてが完了したと確認できたので、死を迎え入れただけであって、隣で一緒に十字架にかけられていた二人の犯罪者は、まだ、ぴんぴんと生きていたのです。しかし、彼らは安息日に、特に大いなる日と書いてありますが、その日に犯罪者をそのまま十字架に放置するのはよくないので、早く死なせようということになり、ピラトに、「私たちの習慣、慣習がありますので、早く死ぬようにしてください」とお願いしたのです。それで、二人の兵隊が来て、すねを折りました。まだ生きているから、すねを折って殺したわけです。二人を早く死なせたのです。でも、イエスのところに来たときは、もう、すでに死んでおられたと確認できたので、すねを折ることはしませんでした。兵隊は、二人の犯罪者のすねを折ったのにもかかわらず、イエスのは折ることがなかったというのは、イエスはもうすでに死んでいるという証拠なのです。隣の兵士が死んでいるのに気づいていなかったのか、あるいは死んだとわかったのでそうしたのか、わかりませんが、やりで脇腹を突き刺して、血と水が全部、流れ出てきたと言われています。もう、確実に死んだという証拠です。それから、もう一つ、そのあと、ここに名前が紹介されていますが、アリマタヤのヨセフと言う人が、ピラトにお願いして、「あの死体を私が持って行きます」と許可を得て、死体をおろしました。次の日が安息日で、今日がその前日なので、遠くには行けません。それで、十字架の立っている近くに誰も葬られたことのないお墓がたまたまあったので、そこに急いで、イエスさまの遺体を持って行き収めたと書いてあります。お墓の中に収めて、葬られたということは、死んだためです。死んでいないのに、お墓の中に入れる理由はありません。このあと、イエスさまがよみがえられるようになりますけれども、世の中では「イエスは本当は死んでいなかった」「気絶しただけだ」あるいは、「イエスは本当はそこに肉体があったわけではなく、幻だった」と、今で言いますとＣＧであったという話がよく出てきました。でも、それは結局、信仰を惑わすための、サタンの策略であって、イエスは確実に、間違いなく死なれました。今日の聖書にはそのことが、いくつかの内容をとおして強調されています。そこをよく吟味して、目を留めていただきたいと思います。イエスはこのように、本当に死ななければいけなかったのであり、そして、本当に嘘ではなく死なれました。それが何を意味するのでしょうか。いろいろな人が、「それはありえません。神が死ぬというのはありえません。メシヤが死ぬということはありえません」それから「よみがえられたということはありえません。本当は死んでいないので、あとから目が覚めただけではないのか」と言いたいことはたくさんありますし、また、そういうことをたくさん言われていますが、間違いなく、今日の聖書を見ると、イエスは死なれました。もう、すでに死んでいるということは、兵隊によって確認できたので、やりで脇腹を刺したり、また、お墓の中に入れられて葬られることまでもありました。イエスは確実に、間違いなく死なれて、また、そのように確実に死ななければいけないのです。なぜなのでしょうか。
1． 罪を解決する唯一の道なので
それは、イエス・キリストがそのように確実に死ぬことだけが、私たちの罪の問題を解決するための唯一の方法であり、唯一の道だからです。
１）罪から来る報酬は死（ローマ6：23）
　聖書にはこう書かれています。ローマの手紙６章２３節には「罪から来る報酬は死です」とあります。みなさんは、罪のことをどのように思っていらっしゃるのか、よくわかりませんが、聖書が語っている罪は、私たちが考えているようなものではありません。それ以上に、何千倍も、何億倍も恐ろしいものです。罪というものは、他には解決の方法がありません。死以外には解決の方法がないのです。しかも、罪人の死はまったく効き目がなく、ただ罪のないメシヤ、キリストの、神様ご自身の死でなければ罪の問題は解決できません。「罪から来る報酬は死です」
２）血を注ぎ出すことがなければ罪の赦しはない（へブル9：22）
また、へブルの手紙９章２２節を見ても、血を注ぎ出すことがなければ罪の赦しはないとあります。血が注ぎ出されるというのは、どういう意味でしょうか。それは死を意味するわけです。ナイフで切られても血は出るでしょうが、そういう意味ではありません。聖書が死を語っているときには、いのちがなくなる死のことを意味するのです。血を注ぎ出すことがなければ、罪の赦しはありえないと書いてあります。多くの人が、自分なりに罪のことを考えて、その罪をどうにかしようと、いろいろな工夫をして、いろいろな方法を探しています。けれども、そこに罪の解決、罪の本当の赦し、きよめられることなどはありません。
昔、ルターと言う宗教改革の先鋒に立っていた人が、自分の罪のために、どんなに悩みに悩んでも、何をどうしてもすっきりしないので、最終的に石でできているものすごい高い階段を、ズボンなどはかないで、ひざで階段を昇ることにしました。血を流しながら、痛みを覚えながら、そのようにしていくと、罪がどうにかなるだろうか、罪が軽くなるだろう、なんとかなるだろうという思いでやっていたのです。そのように、血を流すくらい痛みを覚えるとしても、罪の問題は解決しません。それで、階段を昇っているうちに、ルターにふと聖書の箇所がよぎりました。「こんなことで罪が赦されるわけがない。罪が赦されて、罪の問題が解決する方法は他にはない。だから、イエス・キリストは来られたでのだ」と、義人は信仰によって生きるという言葉が頭をよぎったのです。そこから、今までの、罪を解決するためにがんばっていたすべてを全部捨てて、イエス・キリストを信じる信仰に立ったのです。ある人は、自分が犯した罪があまりにも心残りなので、どうしようと、最終的に自分のいのちを絶って、その罪を償おうと自殺する場合があります。思いは、立派な思いかもしれませんが、そのように、自分のいのちを絶ったということで罪が解決されるわけではありません。私たちの罪はそういうものではありません。罪の問題を解決する唯一の道は、罪のないメシヤ、イエスが私たちの代わりに血を流して死ぬこと以外には、方法がないのです。ですから、イエスは必ず死ななければなりません。
３）最初から最後まで
神様は、聖書の最初から今に至るまで、これからもずっと、地球の歴史が終わるそのときまで、この道以外には、私たちに与えたことがありません。一番初めにアダムという人間が、罪を犯してだめになってしまいました。そのときに、アダムは、自分が裸であることを恥ずかしく思って、イチジクの葉をつづり合わせて服を作ったのです。自分なりに、今、自分で抱えている問題をどうにかしようと思ったのでしょう。しかし、神様が、それではだめで、罪はそういうことで解決できるようなものではないと言われました。それで、葉っぱでつづり合わせたスカートを脱がして、羊を殺し、血を流して、その羊の皮をもって服にしたのです。一番最初から。その羊を殺して血を流すとは、どういう意味でしょうか。「イエス・キリスト、メシヤが死ぬこと以外には、あなたの罪の問題を解決する道はありません。あなたがこれも考えて、あれも考えて、これが良いか、あれが良いかと、いろいろ求めて探して工夫するかもしれませんが、そこに罪の問題を解決する道はないのです。イエス・キリストが十字架で死ぬこと以外には、道はありません」ということです。そのことをはっきり教えられたアダムは、そのあと自分の子ども、カインとアベルに教えたはずです。アベルは羊を殺して、血をもって礼拝をささげました。けれども、カインはそのようなことをまったく無視して、今まで自分ががんばって収穫した穀物をもって礼拝をささげました。そのとき、神様は、アベルの礼拝は受け入れて、カインの礼拝は、目を留めなかったとあります。カインは怒って、最終的にはアベルを殺すところまで行きます。そのとき、神様が、怒っているカインにおっしゃいました。「あなたの罪は、そのまま、あなたの戸口であなたを待ち伏せしている。あなたの罪の問題は、穀物でどんなに誠意を表しても、そのようなことで解決できるようなものではない。女の子孫が来られて、蛇の頭を踏み砕き、そのときに、かかとを噛みつかれて、血を流して死ぬ。それ以外には方法はないと言ったのに、あなたは信じないのか」と。そうなると、仕方なく、罪はそのままなのです。そのあと、イスラエルの民にも、羊を殺し、祭司がその羊の血を持って、聖所に入り、神様に本当に罪を赦してもらったのかどうか確認したり、そのような方法で、ずっとやってきたわけです。そのすべての完成が、イエス・キリストが十字架で血を流して、命を落とすことなのです。死なれることなのです。ぜひ、覚えていてください。
2． もしイエスさまが死んでなかったら
なぜ、聖書には、イエス・キリストはこのように確実に死んだということを、いろいろな証拠をもって証明しようとしているのでしょうか。イエスは死ななければなりません。イエスが死なないと罪の問題が解決しないのです。罪の問題を解決する唯一の道は、イエス・キリストが死ぬことなのです。逆に申し上げるとこうなるでしょう。もし、イエスが死ななかったらどうなるのか。
１）救いは空想話
もし、イエスが本当に死んだのではなく、幻であったり、ＣＧであったり、あるいは気絶で終わったのであれば、その結果は、どうなるでしょう。イエスさまの死、それとみなさんと関係あるのでしょうか。イエスさまが死なれたということは、みなさんのためであるということを信じているでしょうか。そして、それがみなさんにとって、本当に喜びとなり、安心、平安となっているのでしょうか。そうでないと、他には方法がありません。イエスは死ななければなりません。それで、確実に死なれました。もし、イエスが死ななかったら、どうなるのでしょうか。私たちが今、このように熱く語っている救い、罪が赦されて私たちは救われるという救いの話は、空想話に過ぎないものになるのです。イエスがもし、死ななかったとすれば、救いの話は冗談に過ぎないものになってしまいます。だから、イエスは必ず死ななければなりません。
２）いまだ罪と呪いの中に
もしイエスが、死んでいなかったら、救いは空想話に過ぎないものであって、いまだに私たちは、自分で勘違いしているだけであって、罪と呪いの運命の中に閉じ込められている状態なのです。

３）いまだサタンの手に
もし、イエスが死ななかったら、もし、イエスが死んでなかったら、私たちはいまだに目に見えないサタンの奴隷であり、サタンに捕らわれて、支配されている状態のままなのです。
４）いまだ神の御怒りが
もし、イエスが死ななかったら、私たちはいまだに、神の御怒りの下に置かれているままの状態です。それで、人生終わるころには、罪に対して裁きを受けて、その罪に対して、結果として永遠の滅び、地獄に行くしかありません。もし、イエスが死ななかったら。私たちが、どんなに人生をまじめに生きて、どんなｎ成功を収めても、どんなに嘘をつかないようにがんばって、他の人に施し、救済を与えて、他の人に迷惑をかけないで、面倒を見ながら、一生懸命、がんばったとしても、裁きを受けて、地獄に行くしかありません。人間には一度、死ぬことと、死後にはさばきを受けると書いてあります。イエスの死はなんと大切なことでしょう。死んでも死ななくても、どっちでもいいということはありません。イエスは必ず死ななければなりません。それ以外には、恐ろしい罪の問題を解決する道はないのです。「私はべつに罪なんかありません」と言う人が、一番、罪深い人なのです。それから、罪は他には解決の方法がありません。
あるドラマを見ていたら、戦場で同僚がみな死んだのに、自分一人だけ生き残ってしまった。それは、罪でもないのに、それが心に残り、一生どこかの道路で靴磨きを、寒い時も、暑い時も、死ぬときまで、ずっとやっていた人がいました。お金をたくさん稼ぎましたが、靴磨きはやめません。やめない理由は何かと聞くと、「昔、みんな死んだのに、私だけ一人、生き残ったので、それがこのつぐないなのです」と言いました。それはもちろん罪ではありませんが、だからといって、つぐなえると思いますか。みな、自分なりに罪に対して勘違いして、自分なりに解決の方法を作り出しているのです。思いが良いか、悪いかは別にして、それでつぐなえることではありません。みなさん、もしかして、自分の過ち、罪のことを、自分で立派な方法をもって、つぐなおうとしている方がいるとすれば、それは自殺行為なのです。絶対につぐなえることではないし、それは罪をなんとかする方法ではないのです。重荷を負って、疲れるだけです。罪の解決は、罪のないイエス・キリストが、私の、罪人の代わりに身代わりとなって、あがないのいけにえの犠牲になられて、死ぬこと以外には、方法はありません。本当は私が十字架で死ぬべきなのに、私の代わりにイエスが死ぬこと、それ以外には、解決の方法はありません。残念ながら、クリスチャンの方々が、この意味をわかっていません。イエスの死がすべての中心に正しくあるべきなのに、イエスの死があまりインパクトがないし、パワーを持たないなら、クリスチャンとして考えないといけません。イエスは死なれました。それから、他の話をするときには、みな目を覚まし、目をパチパチして聞きますが、イエスが死なれたという話をしようとすると、不思議なことに、みな瞼が重たくなるみたいです。みなさん、イエスが死なれた、そのことを知っていますか。その意味が何かわかっていらっしゃるでしょうか。そのイエスの死が、みなさんの人生のすべてにおいて、中心になっているのでしょうか。その死が、みなさんの人生、罪、平安、それと直結されているでしょうか。そうでないなら、なぜ、微笑んで笑っているのでしょうか。それは、おかしいわけです。イエスは死ななければなりません。私たちの代わりなので。自分の身代わりなので。それ以外は、罪の問題、その罪から来る報酬は死であり、滅びであり、呪いの運命に捕らわれることなので、地獄に行くしかない運命に捕らわれているのです。イエスが死ななければ、それは解けないのです。なにをしても解けません。ビル・ゲイツのように世界最高の金持ちになったとしても、それは変わりません。いまだに罪と呪いの運命に捕らわれて、神の御怒りが留まっているままの状態なのです。イエスが死ななければ、どんなに教会に通ったとしても、みなさんがイエスを信じると１００回告白したとしても、イエスが死んでなかったとすれば、なんの効果もありません。ですから、イエスは、確実に、必ず死ななければなりません。もう一度言います。イエスさまは、確実に死なないで、一瞬、気絶したので、そのあと、よみがえられたということではありません。「イエスが、神が、なぜ、あんな十字架の上で悲惨な目に遭うのか。それは今で言えばＣＧだったでしょう」ということはありません。そのような説がたくさん出ています。サタンはどうしても、イエスが確実に死んだとならないように、言いふらしているのです。なぜか。イエスが死んでいなければ何をどうしても、救いはむだになるのです。
３．間違いなく死なれたので
今日、私たちは、イエス・キリストが、隣の二人はすねを折って死なせたのにもかかわらず、もう、すでに死んでいたということが認められたので、すねを折ることがなかったという証拠を確認しました。そして、これらを全部見ていて、このヨハネの福音書を書いたヨハネと言う人が、自分が目撃者だと証言しています。「確実に私は、それを目撃していた」ということでしょう。それから、ヨセフと言う人が、イエスさまの死体を引き取って、死んだのでお墓の中に入れたのです。もし、死んでいないとわかったとすれば、お墓の中に入れる必要はないでしょう。お墓の中に収めて、葬られたということが、イエスさまが確実に死んだという証拠、裏付けなのです。
１）誰でも主の御名を呼べば
そのことを心に留めて、このような告白をしなければなりません。イエスさまは確かに、間違いなく死んだとすれば、それが今日の聖書が言いたいこと、強調したいことなので、本当にイエスが葬られて、イエスが、もうすでに死んでいたということが認められて、確実に死んだとすれば、これからは救いが確実なものなので、だれでもこのイエスの御名を呼ぶことさえあれば、その人は救われるのです。ローマの手紙１０章１３節には「だれでもイエスの御名を呼ぶ者は救われる」とあります。信じてください。どんな問題を抱えて、どのような暗い人生を歩いている人でも、どんなにだめな人間でも構いません。どこの民族、どんな肌色をしているのかも関係ありません。イエスが確実に死んで葬られたのが間違いなければ、その人はイエスの御名を呼べば救われます。それが救いの方法なのです。なにかをするわけではありません。なにかを計算するわけでもありません。いちいち、なにかを細かく言うわけでもありません。だれでもイエスの御名を呼ぶ者は救われるのです。
２）滅びの過去は死んで葬られ
イエスの御名を呼ぶ者はどうなるのでしょうか。滅びるしかない、その人の過去は、十字架の死とともに、一緒に死んでしまうのです。なぜでしょうか。イエスが間違いなく死んだからです。ですから、そのイエスの御名を呼ぶことさえあれば、その人の滅びの暗い過去、運命の過去は、もう一緒に死んで無くなって、消えてしまいます。私はもうすでに、十字架とともに死んだとガラテヤの手紙には書いてあります。イエスの御名を呼ぶことが、どういうことなのかを、イエスさまの確実な死をとおして、ぜひ、覚えてください。多くの人が、余計ないろいろなことにこだわっています。そうではなく、聖書では簡単に言っています。「だれでもイエスの御名を呼ぶ者は救われる。すべて疲れて重荷を負っている者はわたしのところに来なさい」それで終わりです。この間も、どこかの芸能人が、みなが信じられないというくらい衝撃だったようですが、自分で命を絶ってしまいました。お母さんが早く亡くなり「お母さんのところに私も行きたい」と、何に追い詰められてのかよくわかりませんが、確かにいろいろな理由があるでしょうが、結局はその理由があるからではありません。その人は救われていないので、そうなるしかないのです。いろいろなところに助けを求めても、芸能人としての成功に助けを求めても、そこに助けは無かったのです。そこにはありません。十字架で確実に死んで、息を引き取られたイエス、そのイエスの御名を呼ぶこと以外には希望がありません。そのイエスのところに行くしか希望はありません。「だれでも、すべて疲れて重荷を負っている者は、わたしのところに来なさい」と言われました。そうでなければ、成功も、その人の不幸を止めることはできません。愛情も、その人の不幸を止めることはできません。逆に、それらすべてが全部、口実になり、理由になって、その人を追い詰めて、苦しめて、そのような結果を招くようになるのです。福音がないからです。もうこれ以上、疲れた人生、迷いの人生、苦しみの人生、雲の中、霧の中を歩くような複雑な、ややこしい人生を終わりにしなければなりません。どうすればいいのでしょうか。だれでもイエスの御名を呼べばいいのです。イエスの御名がそれほど偉大なる御名であることを知っているのでしょうか。クリスチャンなのに、わかっていないので、他に呼ぶものが多すぎるのです。主の御名を呼ぶことさえあれば、滅びの過去は消えて、一緒に死んでしまうのです。私たちの記憶に残っているかもしれませんが、その過去は死んで消えてしまいます。
３）神様との生きた新しい道が
同時にへブルの手紙１０章１９節、２０節にも書いてあるように、今まで閉ざされていた神様との新しい生きた道が開かれて、神様と行き来することができるようになります。だれがでしょうか。だれでもイエスの御名を呼ぶ者は救われます。そして、滅びの過去は十字架とともに、イエスの死とともに一緒に死んで消えて無くなります。そのかわり、今まで閉ざされていた神様との新しい生きた道が、しかも永遠に閉ざされることない道が開かれるのです。イエスが十字架で死なれるときに、今まで神様と人との間をへだてていた厚いカーテンのようなものが、上から下まで真っ二つに分かれたと他の聖書の箇所に書かれています。神様との間に、今まで詰まって、閉ざされていたその壁がすべて崩れて、パーンと開かれるようになりました。つまり、神の祝福がすべて流れ出て、私がいつでも神様の前に出ることができ、神様の祝福に預かることがができ、神様のすべてが私のものになるということです。いつ、そうなるのでしょうか。だれでも確実に死んで救いを成し遂げられたイエスの御名を呼べばそうなるのです。他にややこしい、複雑ないろいろなことはありません。みなさん、イエスの御名を呼んだのでしょうか。イエスは確実に死なれました。なぜかというと、イエスはキリストだからです。そのイエスの御名以外には道はない、そこにすべてがある、イエスは救い主です、他には救いの道はありません。そのような思いで、イエスの御名を呼んだのでしょうか。「だれでもイエスの御名を呼ぶ者は、受け入れた人々、すなわち、その名を信じた者には、神の子どもになる特権が与えられる」とあります。ぜひ、覚えていてください。今日の聖書には、イエスが間違いなく確実に死んだという証拠がつづられています。なぜでしょうか。聖書は、イエスが本当に葬られるほど確実に死んだので、イエスの御名を呼べば終わりだと言いたいのです。イエスの御名を呼ぶと、滅びの過去はイエスの死とともに一緒に死んでしまいます。イエスの御名を呼ぶ者には、神様との生きた新しい道が開かれるようになります。もう、新しい人生が始まるようになるのです。
４）救いを存分に喜ぼう
ですから、イエスが本当に確実に死んだことが間違いなければ、私たちは、このような救いの祝福を思いっきり存分に楽しみ、喜ばないといけません。それがすべてです。どれほど、喜べばいいのでしょうか。死の影の谷を歩くときにも、それが気にならないくらい喜べばいいのです。初代教会の人々のように、今、内では植民地であり、険しい状況で、まわりからも迫害されて大変であっても、それがひとつも気にならないくらい、救いの祝福を存分に喜んで、味わえばよいのです。それを聖霊充満と言います。私たちには救いの祝福を、これっぽっちも迷わないで、大胆に喜んで楽しんで味わうことができる特権があります。イエスが死んで、イエスの御名を呼んだクリスチャンですから。みなさん、イエス・キリストを救い主として信じて、受け入れたのでしょうか。それがイエスの御名を呼ぶということなのです。「そうですか、今まで知りませんでした。私は余計なところに気が散っていました。余計なところに求めていました。イエスだけが道であるとわかりました。今、イエスが必要です。私はイエスのところに行きます。イエスさまを信じます」これがイエスを呼ぶということです。そのような人は、みなさんが覚えていて、もしかして、その過去に捕らわれているかもしれませんが、その過去が残念ながら、もう消えました。残念でなく、それはありがたいでしょうが、それなのに知らないでいるだけなのです。なぜ、それが消えたとわかるのでしょうか。イエスが死んだので、お墓の中に葬られたので、私の過去もそうなったのです。それから、神様との今まで閉ざされていた、生きた新しい道が開かれました。イエスの御名を呼んだみなさんは、そのような存在なのです。神様との道が開かれたというのは、神様からのすべての祝福が私のものになっていくということです。神様がいつまでも私とともにおられるということなのです。これを迷わないで、いつでも、どんなときでも、喜んで、楽しんで、味わうようにしましょう。これがクリスチャンの生き方であり、クリスチャンのやり方であり、クリスチャンの方法でもあるのです。これが宗教との違いです。あまりにも気になることが多いでしょう。それを気にしないでください。気にしないで、イエスが死なれたこと、過去がもう消えたということ、それから、神様との新しい道が開かれて、神様のすべての祝福が、私のものになっていると、そこだけを気にするようにしてみてください。そうしようとするのに、今までのパターンで、それがなかなか、思いどおりにいかないでしょうから、自分なりに戦うのです。他に今まで気にしていたものを、気にしないで、気にすべきところだけを気にしようとする、集中力のために、自分なりにいろいろ工夫をしなければなりません。「昔、親がこうした、友達がこうなった、だれかのために、何かのために」それは全部、嘘です。それは全部、私に病気をもたらすばい菌のようなものなのです。それは本当でも嘘でも、気にしないようにしてください。気にすべきことは別にあるのです。イエスの御名を呼ぶことと、呼んだ人であれば、それはもう消えたことです。イエスさまの十字架とともに、イエスさまの死とともに一緒に死んでしまいました。それから、神様との新しいいのちの道が開かれているのです。天にある霊的なすべての祝福が与えられているのです。できるだけ、それだけに絞って、それだけを気にするようにしてみてください。それがなかなか絞れないことを精神的な不安定、霊的な問題と言うのです。それでも大丈夫です。わかって、そうしようと祈ればいいのです。みなさんの計算をはるかに超えた救いの力が現れるようになります。
今まで、なぜ、うまくいかなかったのかといえば、あまりにあちこち、気にすることが多かったからです。それは逆に、裏返して申し上げると、救いが何かわかっていなかったということになるわけです。救いとは他を気にしなくていいくらい、そのすべてをカバーするくらい、大きいものだということが、わかっていなかったので、いちいち全部、気になったのです。裏返しますと、救いが何かわかっていない、それは言葉を変えると、サタンがいくらでも操り、いくらでも遊ぶことができるということなのです。だから、難しいことではありません。イエスが死なれて、私たちに与えられた救いの祝福は、みなさんが気にしているどのようなことよりも大きいのです。だから、気にしないように。気にするとサタンが働きます。福音を気にしないということになるわけですから。なぜ、そんな愚かなことをずっとするのでしょうか。今までの体質があって、また、そうなるのでしょうが、歯を食いしばってでも、そのとき、カットしてください。「そうでない、救いの祝福を存分に、そこにポイントをしぼって、楽しみ、喜ぼう。今、死の影の谷を歩いていても気にしません。それが死の影なのか、地獄の影になるかどうか、私にはわかりません。主がともにおられ、私の牧場の羊飼いです。刑務所の中に入れられて、濡れ衣を着せられたのかどうかわかりません。濡れ衣なのか、裸なのか私はよくわかりません。主が私とともにおられること、それだけを気にします」という戦いです。そうすると、その祝福が、そこに現れるのです。それを、神の国が臨むというのです。自分の中に、どうしても変わらない、どうしても変えられない嫌な性格、嫌な習慣があります。それも「いやだ、どうしよう」ではなく気にしません。「気にしなくて良いのか。そのままで良いのか」良いか悪いかべつに気にしないのです。なぜかといえば、気にすることが別にあるからです。「救いの祝福は、イエスの死は、それより大きいから、イエスの死によって私に与えられた救いの祝福ばかり気にすることにしました」と告白したときにサタンが私の足元に踏み砕かれるようになるのです。でも、頭があまりにも複雑で、気にすることが多すぎるのです。なぜでしょう。イエスの死が、あまりにもちっぽけに見えるからです。今日、ぜひ、覚えてください。みなさんが知っているか知らないか関係なく、イエスの死は救いの祝福であり、私たち人類が気にしている、どんな大きい問題よりも大きいのです。だから、紅海が目の前にあっても紅海を気にしないで、救いの祝福、周りから大洪水で世界が滅ぼされるときにも、洪水など気にしないで、箱舟を気にします。箱舟は安全なのです。大洪水が勝てないのです。イエスはキリストです。みなさん、どこに問題があったのか、ぜひキャッチして、吟味してください。
このメッセージをもって、みなさんの今までの過去、特に暗い過去の中で、心の中に、何かのために、だれのためにという内容、過去を全部、一緒にイエスのお墓の中に葬ってください。お墓は一回、葬られると、ほじくられるものではありません。全部、葬ってください。もう消えます。それから疑わず、これっぽっちも迷わないで、何かにひっかからないで、大胆に神様の祝福を味わい、その祝福が具体的に現れることを待ってください。見上げてください。神様との新しい道が開かれました。聖書に書いてあります。私たちは、大胆に御座に近づこうではないかと。神様の祝福に対して大胆さが求められます。「でも、私はあまり伝道も一生懸命やってないのに、聖書もそんなに読んでいないのに、性格もこんなに悪いのに」ということで、神様の祝福に対して大胆さを失う場合がありますが、それは逆なのです。いつでも、どんなときでも、どんな状況でも、たとえ失敗したときでも、大胆に神の恵みに、神の祝福の方に行き、それを楽しんで喜んで味わってください。そうでないのは、私たちのレベルであって、全部、宗教と律法に過ぎないものなのです。イエスが確実に死んだので構いません。思いきり神様と交わることができるようになっているのです。それがすべてです。

結論

ですから、ぜひ、自分で祈りの時を、自分なりに定めて、そのときに、まず、大胆に救いの祝福を喜ぶだけのための時間を必ず持ってください。他に何か神様に要求することは抜きにして。それから、一つだけ心に思っていてください。今でも、このイエスの死による救いの祝福がわかっていないので、疲れて重荷を負っている人々がいます。彼らが、イエスの御名を呼ぶことさえあれば、そのすべては終わりなのです。ですから、彼らがイエスの御名を呼ぶことができるように、イエスを伝えようと、心の中心に、それを持つようにしてください。なぜでしょう。イエスが死なれたので。私たちはそのイエスの御名を呼んだ祝福の者なのです。他の人が、疲れている人が、迷っている人が、追い詰められている人々が、他の何かを求めるのではなくて、イエスの御名を呼ぶことができるように、私たちは奉仕するように、思いをもって祈ってください。必ず、この御言葉どおりに祈り、成就するようになると信じて祝福をいたします
〈お祈り〉

恵み深い天の父なる神様、ありがとうございます。私たちの罪のために、イエス・キリストが約束どおり十字架で死なれ、確実に死んだということが認められ、葬られましたことを今日確認して教えられました。ですから、イエスの御名を呼ぶこと、そこにすべてがあり、それによって過去が消え、新しい神様の祝福の人生が始まったということを心に覚えて、これから思いきり、その神様の祝福を、神様との交わりを、聖霊充満の祝福を迷わないで、喜んで、待ち望みつつ味わうクリスチャンになるようにしてください。私たちのために、十字架で死なれ、また、よみがえられたイエスの御名をほめたたえます。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン。
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